
 

 

 

 

お客さまの安全と安心のために 社員の不安や疑問を解消するために 
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ＪＲ東日本は4月28日

に「2020 年度期末決算」

を発表しました。単体決

算では新型コロナウイル

スの影響を受けて営業収

益（11,841 億円／対前年

△8,769 億円）、運輸収入

（9,543 億円／同△8,385

億円）が 2 期連続の減収、

かつ過去最低を記録。期

末決算としては初めて営

業損失（△4,785 億円）、

経常損失（△5,177 億円）、

当期純損失（△5,066 億

円）を計上しました。 

期末決算の発表を受

け、各マスコミは「ＪＲ

東日本 民営化後 初の赤

字」「ＪＲ東日本、21 年 3

月期は5,779億円の赤字」

など、センセーショナル

な見出しで報じていま

す。 

 

 

 

会社は同時に「変革の

スピードアップのための

投資計画」（2021 年度設

備投資計画）を発表しま

した。「変革 2027」の早

期実現に向けて、収益力

向上に資する成長投資を

積極的に実施していくほ

か、業務改革などに資す

る充填枠投資を着実に実

施するとしています。 

 

＜連結＞ 2021年度計画 2020年度実績  ＜単体＞ 2021年度計画 2020年度実績 

私たち東日本ユニオンは 6 月 15 日に、2020 年度申第 15 号「新型コロナウイルス感染予防

に関する申し入れ」を経営側に提出しました。しかし、今日においても経営側は「団体交渉

開催に向けて調整中」であると繰り返するばかりで団体交渉の開催に至っておりません。 

東日本ユニオンは新型コロナウイルスの感染拡大状況や当社グループの社会的使命の重

み、そして現場から寄せられている悲痛な声を受け、8 月 10 日に団体交渉の早期開催を求め

るとともにコロナワクチン接種に関する緊急申し入れ（申第 2 号）を提出しました。 

早期の職域接種を希望していますが「接種日の翌日が休み、さ

らに４週間後も同条件であること」など「勤務条件に適応しな

いと接種できない」と言われ、接種できずにいます 

事情があってワクチン接種を希望していませんが、そのことで

会社から差別を受けたりしないか心配です 

【申し入れ項目】 

１．2020 年度申第 15 号「新型コロナウイルス感染予防に関する申し入れ」の団体交渉を直

ちに開催すること。 

２．コロナワクチン接種（職域接種）を希望する社員に対する接種順の判断基準を明らかに

すること。 

３．今後のコロナワクチン接種（職域接種）を希望する社員への対応及び見通しを明らかに

すること。 

４．コロナワクチン接種に伴う勤務の取り扱い（本人第 168 号）が、各職場において違う

理由を明らかにすること。 

５．コロナワクチン接種を希望しない社員に不利益が生じないよう配慮を施すこと。 

職域接種を受ける時間が「勤務免除で対応している職場」と「非番

で自分の時間のみ」としている職場など、取り扱いがバラバラです 


